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水田裏作麦闘の雑草防除に関する 研究‘第2報
スノレフアミン酸アンモシによる雑草防除試験
笠原安夫・木下 牧州 ・平田 勝
1.緒 言
本課題の第1報ベ石d..窒素による雑草防除試験に主ないで，小麦の不整地婚の播種前処
理はゐおむね所期の成果を牧めたが，整地播にたける発芽前処理は石友窒素撒布時に土が
適度に湿り支の発芽までに降雨が少い年には雑草を防除する施用量で衰の薬害がほとんど
なく好成績であったが，発芽時に降雨の多い年は一般に去の薬害が大きく欠株さえ生じ不
成功であヨた.故に石d..窒素D発芽前処湿は土壌7.k湿と施用量との関係について更に追試
が必要である.本蹄題に沿い℃石友窒素の他に約10種の新除草剤を使用して試験実施守で
あるが，ことに第2報として1950年から試験を始めているスルフアミン酸アンモンについ
て報告したい.本剤は非耕地の除草剤として取扱われているのであるが，約20%のアンモ
コヤ態窒素を含有し，殺菌，殺虫治よぴ土壌の消毒剤でもあり，その毒性は一時的できわ
めて短時間というので，耕地の除草剤として差支え友いように考えて取上げたのである.
まや最初に本剤を茎葉に撒布して殺草カ調査と睦潤土嬢あるいは麦の播種前に土嬢処理し
てその雑草防除効果をしらべたつき・に1952年にたいて初めて試みた裸麦圃の発芽前処理
が可成りD好成蹟を示したので，その後は主として変の発芽前処理の試験を行った. との
薬剤が実用的な価値があるかどうかはさらに追試験が必要であるが，ことにまや今迄の試
験成績の大要を報告して大方の御批判を得たい.
I.本聞の世棋と除草剤とLての作用
スルフアミン酸アンモシは約ω年前発見されたが川除草剤としては米国で1940年前場に
現れ∞，一般にデユポン市上製品名のアンメ{トの名で知られてゐる.本剤を多量に撒布す
れば，濯木，樹木または多年生雑草を殺すのに有効といい，今日非耕地で，たとえば米国で
は1950年には謹木殺しとして的0トンが使用されたという川.本剤は接触たよび移動性の除
草剤であるが， 2.4-Dなどのホルモン剤と異って茎葉撒布は選択性が主主い.融点 1250C
0 
で， 1700Cで分解する. その構造式は H2N-S-Q-NH，で示され，米国アシメートはグロ
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ム酸塩を加へて糞色に着色し，約8O%v成分があり，日本製品は白色結晶体で含有成分は
98%という〈日東化学製品).何れも水に溶けやすく，防火剤なので引火の危険が君主<， 
人畜には無害なので牧場，呆樹園の除草剤としても危険なく使用できる.しかし本剤に長
〈触れると皮膚を害し，真鍋製の器具を除kに腐蝕させるので使用後は石友水や提酸水に
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つけて水洗するととが必要である.本剤。土嬢中にゐける毒性D消失は法透と，土中のパ
クテリヤによる分解作用による.それは多分NitrateとSalfateに分解され，またその毒
性は，一時的で土壌の悪変は見られ法い. CRAFTS(8) (1945)は本剤の毒性保持について
種kの組成の土壌で試験したが，本剤は Ammoniumthiocyanate君主どよりは初期の毒
作用が低<，また毒性。分解が早い.分解は土壌の組成よりも肥沃度の影響が大きい.燕
麦の生育を最初少し害する土中の濃度が，ヨたの時期に播種した燕麦には肥効となって無施
用区よりも牧量を高めた.また宮素分の不足の土中ではスルフアミシ酸アγモンが15.，40
P. P. m.位に薄められた時に肥効を現レて植物の生育を助けるという.最近，宮沢，小
池的(1弱4)両氏はアシメートの除草効果は極めて速効性であり，そり土壌中の残効性を
小松菜で試験してしらペ?と時に，処理直後は根部の生長を害するが，その後は分解して生
じたアンモエヤの肥効のためにかえって生育を著しく促進じたという.本剤の毒作用は接
触剤として附着部分を枯らすと共に体内を移動して他の茎葉をも枯らし，また，その4成分
は;虫素酸塩と同様に土中を水分と共に砂動するが，セイヨウヒルガホの様主主地下深〈根茎
を延ばしている多年草には塩素酸Yーグーほどの大きい効果がたい.また，本剤は茎葉に
附着させない限り;嵐素酸Yーグーのように土中より成分を多く吸牧して樹木を害するとと
がたいので貴重な庭木などの周閣の雑草を枯らすには直木C幹をボール紙で包んで、撒布す
ればよいという.また，秋に本剤をセイョウヒJレガホに施せば休眠を導き新芽の発生を 1
カ月位遅らす.さらに本剤を追加撒布すれば休眠をのばし，終りに枯死せしめるという.
-J般に多年生雑草には本剤の10%液を充分噴霧する.ま?と，葉がねれている時は粉末の
まま撒布してもよい.本剤の撒布量は一般に多く，反当 30-50kg位施用しているが，し
かし雑草が小さければそれより少くてよいという.
ll.スルフアミシ酸アン号ンの直接徹布
および婆の畦間土蟻慮理
1950年の試験成 績
試験の方法…・・ます写本剤を茎葉にかけたときの殺草カを知らんとして， 4月中下旬に裸
麦固に発生している各種の雑草に本剤の5.，10%液を噴霧したその時楳麦は鼠上からの
撒布を避けたるべく如露口を下げて低い位置から雑草体に撒布した.しかし裸麦も幾分の
薬液が附着するために薬害があったが，植物体が枯れてしまうよう友ととは友かった.雑
草の枯れていく蹴況と裸麦の牧種。物調査は第1，2衰のま日くでるる.
試験成績…・・第1表によれば5-10%液を坪50-200gの割合に撒布した時に，十分業
液の附着したい大株を除いてミミナグザ，ノミノアスマ，タチ与ヌアグリ，ツメクサ，キ
ウリグザ，アレチノギク，タデ類，ナヅナ，イヌガラシ，ムシグサ，ハコベ，スズメノエ
ンドウなどは撒布から10-15日の内に枯死した.しかし，スズメノテツホ・ゥ，ヤエムグラ
は5%液では殺草効果がほとんど見られなかったまた， 10%液にゐいても枯死するもの
と生きているものとがあった一方，薬剤が附着した裸麦の下葉は薬害を出した，しかし
薬剤jのつかない上葉はその後に濃色となってニ失的に異常分襲が現れて，それは遅れ槽と
なりー吠分襲の稔実を障害し， 1∞g以上は誠牧した.恐らくとれはスルフアミン酸アシ
毛ンの薬害後の肥効反応と見らt1品.
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第 l表 スルブアミシ酸アンモシ撒布と雑草枯死状況く195の
事量 草 名 5 日後 15日後 25日後
見ズメノテツポウ 5抽不 ヨE 下糞変色 出稼結実……小株は枯れるが大株は生存す.
く20-45cm) 10 実 色 宇 枯 一部生育
ヤ z ムグラ 5 禍 色 一部禍変 一部生育山...去にからみついて瑛剤が充分附婚しないものが生存する
(20-30cm) 10 責 変 賀禍変 殆んど枯れる・・・・・・大株は生存する.
ミミナグサ 5 黄禍変 枯 亨己
く25cm) 10 責 変 枯 9~ " 
". ~ ". 7 ;>. ~ 5 1/2責褐色 " " 
く5-lOcm) 10 黄禍変 " " 
pチイヌアグリ 5 下部責変 " " ......大株の一部が生存する.
く12-15cm) 10 " w " 、y メ ク サ 10 " " 
" 1/ '.・H ・大株の一部は生存する.p ヂ
獄 10 黄禍変 " " 
アレチノギク 5 先端褐変 " " 
く10cm) 10 褐 変 " " 
ナ 宮P ナ 10 " " -・・・大株の一部は生存する.
イ買 jf ラ y 10 宇 枯 " " 
ム ν ク サ 10 枯 - 9~ 1/ 
;>.ズメノエ V ドウ 10 " 1/ ノ、 ヨ ~ 10 " " 
キウりグサ 10 " 1/ 
ハナイパナ 10 " 1/ 
ギ シ ギ シ 10 黄 変 " …地下部生存する.
一部禍変 -…・・地下部及T.J，一部地上部生存する
;>. ギ
ーを禍変変 " 
備考・・・ 4 月中，下旬 5~古渡坪当 30-50g， 10%液は坪当 100-200gを如震にて撒布，雑草種名下の
く〉内は撤布当時の草丈を示した.
第 2表 スルアアミン酸アンモシの裸麦株元への直接撒布と似穫物く1950)
坪当 (1) 4 月 13日撒布 く2) 4 月 24日撒布
都:布量 総重 穀重 1*穂数遅れ穂 総重 穀重 1 ;失穂数懇れ穂
本ルプア者:Ylt E 置 置 4h 本 置 置 Ah 1.6 本アジ毛 y 国 一 制l5 168 ..2 
1 100 708 205 5.2 1.5 760 135 3.3 2d 
" 150 705 150 4.6 2.4 680 32 3.0 3d 
" 200 690 125 4.2 2.1 890 65 3.4 3.9 
無 撤 布 6雪3 202 5.1 0.3 883 256 4.7 0.1 
備考 l区 1/2坪2連制，穂数は 1株平均， 1:失穂数は普通事‘で遮れ穂は2次出穂したものである.
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1951年の 試 験成 績
ヨたに小麦圃の雑草の茎葉撒布と睦間土壌処理を行った.
試験方法……3尺睦1条蒔に畦立した小麦圃で.1951年3月17日に，本剤の5.，10%液
を坪当15g~25gの割合で(1)小麦ゐよび雑草の全面撤布，但し小麦は根元より処理し
て，現主撒布をさけた (2)睦間土壌処理，との土壌処理は小麦を樋様のトグシで覆し
て葉に薬剤のかかるD をさけた.試験結果は第3衰の如くである.
第 3表 スルアアミン酸アシモシの小麦株元直接撒布と陸間土築処理く1951-52)
坪当 6.月5日生雑草.. 合計 育分問比
小室長枚穫物
撤:布量 播瀞 陛問 総重 穀重同百分比
R 
ー
証
ー
'b kK 、車 ‘ スルアア t~.アV唱 ν ~ 197 2伺 4ω 43.8 1.05 0.27 87.1 理主
" 50 104 117 221 21.0 O.伺 0.05 16.0 主題 fI 75 98 76 174 16.6 大容 大轡
撤 fI 100 86 16 102 9.7 fI " 
布 1/ 150 36 2 38 3.6 " " ~. 撤 布 232 819 1051 1∞.0 1.01 0.31 1∞.0 
ゴ睡間獲a理KE1I)l  l 3Rルアアさ3'v ， aYv 俊アシ毛v
25 37.8 6.5 37.4 2.12 0.63 123.5 
50 42.2 5.8 33.3 1.64 0.49 96.1 
75 36.8 3.7 21.3 1.64 0.46 90.2 
100 33.3 3.5 20.1 1.91 0.52 102.I 
150 29.3 3.8 21.8 1.44 0.35 68.6 
無鍬布 22.4 17.4 100.0 1.78 0.51 100.0 
備考・・・ 1区 1/2坪3遺制，品種新中長.1月20日播種. 3月17日業期j撒布，
雑草種類，;<.ズメノテザポウ， ミノ fメ， ノミノア;<'"?，イヌダテ， "、ル/Jlヂ，ヤエムグラ，
ハハコグサ.百分比は直接徽布は合計，畦間土!I:撒布は縫問雑草について示した.
試験の成績……ノミノフスマ，ハルグデ， ミミナグサは前年の試験の様によく殺草され
た(第1図参照).しかし，スズメノテツポウは小さいものは殺されるが大きいもりの一部
は生存した.一方，小麦の薬害は坪当25gは僅少で減牧も僅かであったが，しかし.50g 
は大容があって著しく減牧したまた.75g以上は枯死株が多く大容があったつぎに畦
間土嬢処理に沿いてお-150gは何れも雑草の発生が少し一方小麦は150g撒布は薬害が
あって減牧したが25gは反つ:c少し増牧し、 50-1∞g撒布は略同牧である.故に暗間土
壌処理は1∞g以内では直接に支の茎棄に薬剤が附着し主主い限り根に及ぼす影響は少い.
しかし100g以上の施用は根から吸牧して小愛者f害するようで重うる.
1952隼の 誌厳 成 績
試験方法・…・・1951年 11月30日に小受を播種してたき，翌年3月19臼までに.(1)!j、
変嬬種してから中耕せや放任し. 1平方尺内に1~l5cm のスズメノテツポウが平均 145
本生えている地区. (2) 2月21日に1回丈中耕し.0.5-7cm V長さDスズメノテツポ
ウが同じく30本位生えた地区. (3)撒布前日に中耕して雑草のない地区，それぞれに本
剤10%液を(1)(2)は茎葉撒布(3)は土壌処理し?と.その殺草と防除効果の最終的評
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価として，第4表。如く残存雑草本数と重量を調査した.
第 4表 スルアアミン酸アンモシ撤布とスズメ Jテツポウ残存と発生 (1952)
坪当 (1)茎業撒布 (2)茎業撒布 (3)土狼底辺
撒布量 発生数 生草量 発生数 生草量 発生数 主主草量
* 1・ー 置 本 E 事 E スルフア書;.-Itァ;.-~;.- Ut S棺・ f ぉ..0 15 3." '晶 。A
11 20 140 22.5 14 1.8 8 0.3 
1 30 98 25.0 8 0.5 7 0.3 
" 40 72 24.5 10 5.0 0.1 
" 50 49 19.0 。 。 7 0.1 
1 60 22 5.5 12 3.3 3 0-1 
11 70 62 38.0 2 0.5 。 。
11 80 0.2 。 。 0.1 
" 90 8 1.3 。 。 2 0.1 
fI 100 43 16.3 。 。 。 。
11 200 。 。 。 。 。 。
無 獄 布 一 199 52.0 46 10.2 10 0.4 
備考…3月18日薬剤j撤布. (1)撒布当時 1-15cmの;;<ズメノテヴポウの草野生区， (2)阿0.5-
7cmのRズメノテザポウの疎生厚， (3)岡修2開中耕直後の区. 同年奇月1日1平方尺
当の雑草調査.
試験成績-…・・第4表によれば(1)比較的大きいスズメノテツポウに対しては本邦lの10
%液を坪当 10Jgの撒布も雑草が残っているのでとの分量では殺草が十分でなく，全部を
殺すには200gが必要である. (2)それより小さいスズメノテツポウには80g以上の区
では，スズメノテツポウは見られなく君主る. (3)の土壌処理はスズメノテツポウの発生
期は過ぎているためはっきりしたととはわから友いが， 40g以上の区は雑草量が著しく
少い.
以上3回の試験の結桑から見てスズメノテツポウの殺草には個体の小さいものは 5...10
%液を坪当30-70gの割合でよいが，大株は80...2∞gの施用が必要である.土壊処理に
よる防除はそれより少食でよいようである.
lV.スルフアミシ酸アン毛ンによる小委の播種前慮理
前述の試験によってスズメノテツポウの防除には本剤の茎葉撒布よりも土壌処還の方法
が少い分量で効果があるように息われた.そとで，本剤を土壊に撒布して何日たてば作物
が矯檀出来るかを知らんとして，小麦圃場で女の試験を行っ?と.
試験方法……1952年10月16日に整地した畑の一隅に10%溶液のスJレブアミ γ酸ァγ モ γ
坪当25...1∞gを撒布した.撒布の時は前日の雨で土地がよく湿っていた.撒布してから
2ゐよび3週間後に新中長品種を印粒づっ矯種した.各区共無把料とした.その試験成績
は第5表 a，bのま口くである.
試験成績……土地が可成りよく湿っていた時に坪当25gの本剤の撒布区の雑草発生は無
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撒布区に比べて13.8，ムまた50g以kの区は僅かに6%以下なのでその防除はきわめて大
きいといえる.一方，小麦は撒布してから 2週間後の播種では 25g区を除いて 50g以上
白区は何れも薬害があった しかし.3週間後の矯種はそれらも薬害が見られ君主いので，
坪当50~1∞g 区の毒力は大体 3週間で分解するようである. ヲたに本試験にたいては除草
区がたいのではっきりし君主いが，無撒布で雑草を放任した区に比ペて薬剤区は何れも牧量
が大きいととがわかる.
第 5表 a スルフアミン酸アシモシの小麦矯種前処混と雑草発生 (1952-53)
12月24日 2月19日 3月26日 6 月 4 日
坪当撒布:8:
百分"S乞禾本草寺其他禾本科其他禾本科主主他釆本草寺 美徳 It 
スルアヨF晶~ 25g 本 有 4修 $ 本 怠 ‘ .  ' 'h n 30 12 42 13 53 30.8 158.5 189.3 13.8 アンモン
" 50 3 31 6 22 5 27 5.0 77.3 82.3 6.0 
" 75 3 17 3 1 4 23 1.8 30.2 32.0 2.3 
" 100 28 2 9 2 21 1.6 7.3 8.9 0.7 
無 撤 布 30 188 40 179 44 241 135.0 1232.5 1367.5 100.0 
備考・・・10月16日象地，同日撒布，前日降雨Ilmmがあって土援はよ〈漏っていた・
雑草本数は I~方尺当，雑草重量ーは 1/3坪当りを示した.
雑草種類 ヴメクサ，イヌノアグリ，;Aズメノテザポウ，;Aズメノカダピラ，イヌガラジ，
主主ナグサ，ヤエムグラ，カラ ;A，fエンドウ，;Aギナ，ムV クサ，アレチノギ
ク， "，ヨペ， "、，、=グサ，ナズナ，などである.
第 5表 b スルプアミシ酸アジモシによる小麦播種前処理と小麦の収穫物
坪当撒布量: 播慮理種前日 発芽粒数 総怠 得意 穀怠 同百分比
スルフア暑が・Eプシ4i:~ 25 軍 2事. . 軍 ー 量 -6 41 20() 128 5l.8 193.3 
25 3 M 41 300 178 91.0 260.0 
50 2 11 36 255 155 74.5 278.0 
50 3 1 40 293 180 92.0 262.9 
75 2 1 30 245 160 65.5 214.4 
75 3 11 40 370 243 99.0 282.9 
100 2 1 25 2)5 128 50.5 188.4 
100 3 1 42 400 273 90.8 259.4 
無 徹 布 〈対照 2 11) 40 113 73 26.6 100.0 
1 ( /1 3 。〉 42 113 65 35.0 100.0 
備考… 11玄 1/3坪 2主主区制j 品種新中長 1953年6月5日刈取.
V. スルフアミン酸アン号ンによる裸ヨ俸の賓芽前慮理 (1952~53)
前記の機種前処理は一般に矯種がたくれがちで支の適期矯を失するたそれがある.それ
で播種後に薬剤を撒布する方法として本課題の第1報の石炭窒素に於て試みた発芽前処
理が本邦jに適用できるならば最も簡便主主使用方法と考えて，つぎのように標麦掴にたいて
- 41ー (91 ) 
、話J 
‘ー
巻。
第 6 表 スルフアミ Y酸アシモンの裸麦発芽前先曜と雑草量 (1952-日〉
坪 月 28 日 3 月 25 日 5 月 1 日 無除草
当
指
2布E 
区に対
株間 陸間計株間 陸間計株閉経問計雑草する議
風乾Z重首ー品
見ズメノ其の;;<.ズメノ其の スズメノ集の;;<.，可メ f 其の 見ズメノ集の;;<.ズメノ其の 主晶.，
デ守4fウ偽 テザポウ他 テヲポウ鉱テ守ポウ他 テ守ポウ勉 テ守.，flv 他 官
スルヌプ f:>'扇町 10 耳
アンモン
車 率車本 車車率車率 1 1 Ir 1 震
7ひ伺 169 171 478 帽 124 2崎 185 b鋪 5伯お ι2s43 328 34日 596 66 .4 
11 20 33 12 33 58 136 45 38 35 115 233 189 1 720 216 1135 219 24.4 
" 30 16 19 14 20 69 12 30 13 38 93 58 6 344 107 515 90 10.0 
" 40 8 6 2 9 25 9 16 3 10 38 39 7 79 66 190 37 4.1 
" 50 4 2 0 2 8 3 15 1 13 32 lJ 4 9 31 53 9 1.0 無除草- 85 64 40:) 428 977 120 73 377 2幽 836
1図除草(土寄)一一 一 一 一一 154 37 378 232 801 755 76 3556 伺 6 5023 897 100.0 
3回守耕除草ー 75 104 139 297 615 44 84 97 298 523 198 24 188 114 524 95 10.6 
備 考・・・雑草発生本数は 1平方f{当， 5月1日の雑草量は 1坪当を示した.
第 8 表 スルブアミン酸アシモシ系除草剤の全面小麦発荊可処理と雑草量 (19日-54)
坪 12 月 13 日 4 月 16 日
議 ・ 陛 開 株 間雑草岡 陸 間 株 間雑草同百主主同百
事制J おの 句がノ其の 念本数百分土色 ZZ7→誕詔一一一-A山 棋の ま宇計分比砥草分比
重"が~ i'- 1t ;;;~ 他 1t' . ヂヲ訴守 事色 町 。，vS4 他 It 
スルプア害::>'It _tI. 率 牛車 率 本事事 由. 1 • 1 賓 館 . 1 ・Ir < 
アF毛;， ~ ~ -.20 101 67 168 1白 50 152 320 25.1 27.3 3.8 31.1 141・3 11.0 149.3 .剖.4 4-1・8 41.0 56θ 
グ 30 51 54 105 36 20 56 161 12.9 15.0 3.0 18.0 83.5 5.1 88.6 106.6 2ヰ.7 42.3 51.3 
" 40 8 13 21 8 16 24 45 3.6 2.5 1.6 401 9.5 5.4 14.9 19.0 4.9 9.0 10.9 
スルフアミジ酸 20 12 17 29 22 20 42 91 7.3 6.2 9.6 15.8 16.8 8.5 25.3 41.1 9.5 18.2 22.1 
" 30 15 4θ64 24 52 76 140 11.2 2.1 2.3 4.4 13.0 2.7 15.7 20.1 4.7 8.8 10.6 
" 40 27ω87 6 40 46 133 10.7 2.5 0.8 3.3 12.1 7.8 19.9 23.2 5.4 12.8 15.5 
イ芝ドヂスル'ホ
酷 20 91 149 240 140 74 214 454 36.4 83.3 9.7 93.0 120.2 12.3 132.5 225.5 52.2 50.3 61.3 :>'1'Ifア V モ y
グ 30 249 172 421 220 210 430 851 68.2 153.7 15.3 169.0 210.7 24.7 235.4 404.4 93.6 61.3 74.3 
" 40 64 81 145 72 22 94 239 19.2 28.2 4.8 33.0 48.3 4.2 52.5 85.5 19.8 27.3 3301 
無償布区一 213 278 491 410 346 756 1247 100.0 102.5 136.1 238.6 111.3 82.0 193.3 431.9 100.0 82.5 1000 
除草区一一一一一一一一一 3.5 1.0 4.5 35.8 2・3 38.1 42.6 9.9 14.8 17.9 
備考…12月13日の雑草数は6卒方尺， 4月16日の雑草tは1:坪当を示した.
発芽前処理を試みた.
試験方法一…12月4日耕起睦立し，同7日に穂麦コピγカタギを反当3升の割合で掃き
堆肥のみで覆いをした区で次のように処理した.ます"覆土を厚固にするため土を混じた
堆肥を約2cm位覆いしてから同14日に本剤の10%液を坪当10-50gの割合に暗上全面に
撒布した.との穂麦は土中ではすでに5mm位発茅していた.除草区は1月31日中耕， 3 
月26日中耕手取除草， 5月1日土寄した.薬剤区は播橿のまま放任して5月1日雑草を抜
取って調査した.施肥は第1回12月17日に反当硫安3貫，過石10貫，塩加4貫， 2月20日
硫安4貫， 3月26日硫安3貫を施したその雑草防除たらびに裸麦D発芽，生育沿よび牧
量調査は第6，7表D如くである. (第2，3図参照〉
試験成韻……第6，7表によって坪当10gの発芽前処理区白雑草は，約66.4%，同20g
第 7表 スルブアミン酸アνモνの裸麦発芽市j処躍と麦の発目芽および収穫物
坪当発芽 1月28日 問 問
按布量始め発芽揃 出穂前成熟期総重藁主主百分比数量主 百分比
発芽本数
スがフア宰~. 匝 -H 身"ー 本 暗闇 月" k冨 ‘且 • kz ‘ 10 12.2512.30 3b 5. 2 6. 1 3.13 1.23 89.8 1.10 78.6 アジ宅シ
1 20 1 1 31 1 " 3.39 1.35 98.5 1.19 85.0 
1 30 " 1. 2 37 " " 3.59 1.33 93.4 1.31 93.6 
" 40 " 1. 8 28 5. 8 6. 8 3.52 1.35 98.5 1.24 88.6 
" 50 " " 24 " " 3.10 1.25 91.2 0.99 70.7 
無 除 草 一 " 12.30 34 .1.30 5.30 2.87 1.27 92.7 1.04 73.4 
3 回除草 " " 37 " 1 3.58 1.37 100.0 1.40 100.。
土寄のみ " " 35 " " 2.91 1.29 94.2 1.00 71.4 
備考… l区1;坪2蓮区制， 麦の発芽本数は l卒方尺， 播種期12月2日， 薬剤10%液12月14日撤
布，播種及撒布当時の降雨量12局9日， 0.5mm， 16日6.9mm，21日Imm，牧穫期
6月3日.
は24.4，同30gは10.0%，同40gは4.1，同50gで 1.0%の様に甚しく低下した.す友
わち，坪当30g以上の施用は雑草防止効果が大きく 30g区の雑草量は3囲の中耕除草区
と同じ位に主主った.一方，裸麦の発生，生育にゐよぼす影響は30gまで害が見られ主主かっ
た.また，牧量は3回除草区に比較して雑草が多い10-20g区は減牧したが， 30g区は全
く無中耕で93.4μの牧穫量であった.しかし，同40-50gは小麦の発茅がゐくれ，発芽歩
合も低く，出穂，成熟も，また可成り遅れたすなわち明らかに薬害が現われた.そのた
めに除草区よりは雑草量が少友いにも拘ら十， 10-30%減4交している.
以上裸麦圃でスJレフアミン酸アンモン坪当30gを睦に全面に撒布する発茅前処理に沿
いて，スズメノテツポウをはじめ其の他の雑草をよく防止し?と.一方，楳去には殆んど害
作用を加え友いととを知った.
VI.スルフアミン酸アン号ンによる小委捜芽前1<<理 (1953-54)
前年にたいて坪当30gのスルフアミン酸アシモシの裸麦発芽前処理は雑草防除沿よび穀
重に於て好成韻が得られたので， つぎに本剤と同系のスルフアミ γ酸 (NH2S03H)i;-よ
-43- (93) 
びイミドヂスルホγ酸アγモン (NH(S020NH， )2)による小麦の発芽前処理.(a)は睦
上全面 (b)播講上のみに撒布する 2つの試験を行った.
a.小委の全面費芽前11理
試験方法-…・.4.5尺巾睦に2つの矯溝を切り.11月15日にその播講内に5.2寸間隔にて
7~8粒になるように点播機で矯橿し，覆土を 2cm の厚さとした.つぎに 11月 18日に 3
猿邦jを夫有坪当20.30. 40gの割合に10%溶液を小型噴霧器で撒布した.12月15日反当
硫安5貫，過石10貫，硫加4貫. 2月22日硫安3貫. 3月17日硫安2買を施肥した ま
た，除草区のみは12月15日. 2月24日. 3月16日に中耕，同19日に婿溝の手取除草をたし
た.一方各薬剤区はその作業時期に自富J耕転機で谷溝(睦合〉は草制と中耕谷上げを行っ
たが矯溝はそのまま放任した. 1:，の試験薗湯iま雑草発生。少い圃場であったがその発生雑
草数治よび雑草量と牧量調査は第8. 9表の如くである.
試験成績……第8表によれば3薬剤の雑草防除効果はスルフアミン酸〉スルフアミン酸
アンモン〉イミドヂスルホシ酸ァγモシの関係が見られ，各薬剤ともに大体その分量が大
きいものが除草効果も大きいととがわかる.一方小麦の発芽たよび生育にたよほ・す影響は
イミドヂスルホγ酸アンモγは坪当20-40gの施用では薬害がなしま?と，スルフアミシ
第 9表 ズルプアミン酸アνモシ系徐草剤の小麦発芽前交曜と収種物
小麦の薬害坪当 問問
撤布量 13/XI 7/I 
出穏期成熟期総重百分比穀lIt百分比
嘩 周回 周囲 畢ー • 切 ，4 スルアア~~It.アV屯シ B ".:13 6.晶 3.也 95.3 1015 1∞.9 
I! 30 * 4.24 " 3.18 100.3 1.20 105.3 I! 40 + + " " 3.28 103.2 1.24 108.3 スルフア~ ;:.-酸 20 " " 3.12 98.4 1.17 102.7 
I! 30 + " " 3.07 96.8 1.20 105.1 
I! 40 + * 4.26 6. 7 2.83 89.3 1.09 95.3 イミドヂズルホン酸アVモν 20 4.23 6. 6 3.22 101.6 1.17 102.7 
" 30 " 1 3.23 101.9 1.19 104.3 
I! 40 4.24 1 3.20 1∞.9 I.?I 105.6 
無 提控 布 区 4.23 " 2.68 84.5 1.96 93.0 
除 掌 区 " " 3.17 100.。1.14 100.0 
備考…1I玄1坪3連制，品種新中長， I月15日点播，問18日薬剤撒布，播種及撒布当時の降雨量
1月16日14.7mm 17日27.3mm以後10日間降雨がなかった.
小愛の薬害+.少轡 t.中容ー 無害. 6月7日刈取
酸たよぴスルフアミシ酸アンモγともに20gは薬害がないが，同30-40g区は最初に若干
の薬害が認占うられたしかし，それらは後に回復したので欠線を生やるようなととは無か
った. また， 第9衰の毅重、総重を見るに無撒布で無徐草のままの区が除草区の93%.
またスルフアミシ酸40g 区は95%とやや牧量が少くたっているが，その他は 3~ 8%位増
加した.しかしそれらの毅牧は分散分析。結果，処理区の有意差がなかったので増減はは
っきり認められ潅かった.
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b.小婆の播溝費茅前虚理
試験方法…・・・11月24日， 2.5尺巾睦の中央1条に6.5寸間隔に点播，堆肥で覆した上に
約2.......3cmの厚さに覆土し， 12月4日薬剤を撒布した.播種してから 10日聞の内に可成
り降雨が (26.7mm)があった，それで土はよく湿っていて愛は地上に幼芽を出す直前
第 10表 スルブアミン酸アシモシ系による小麦の播溝発芽前処週と雑草量く19日-54)
坪及反当 12 月 18 日調査 4月22日
a障害量只~メノ 箇.. JII萄iJ'~お・ """，0 集。偽計百Z比風総重
I k' 串 * ι*. ・ a ・スル者ア蓮昌~.• ァ~..~
1 
" (1.2) 軸 4 渇6 7&011・羽.0- 17&4 : . • il.Ò~ 
6 (1.8) 671 313 984・‘ 42.0 156*“ 44.7 
23.3 
65.1 
57.2 
1/ 8 (2.4) 222 409 631・.26.9 8.1** 
ア ν メート く米国〉 4 (1.2) 飴，9 275 944・‘ 40.3 227 
1 6 (1.8) 5回 413 996・‘ 42.5 199‘" 
か 8(2.4) 412 339 751*. 32.0 85** 24.5 
イ Zドヂスルホシ酸アV毛;，- 4 (1.2) 1191 479 1670・ 71.2 466 133.6 
1 6 (1.8) 752 503 1255** 53.5 278 79.6 
11 8 (2.4) 414 270' 品4** 29.2 171** 48.9 
無除草(土省f) 1644 . 701 2345 100.0 348 100.0 
除 草 区 56“ 1601 
備考・・・雑草発生は司書溝内3平方尺の本数，雑草量は2坪当を示した. 12月18日雑草発生数につい
てのL.S.D(0.05)=296.8， L.S.D. (0.01)=390.7.4月22日雑草量についてのL.S.D
く0.05)=145，L.S.D. (0.01)=191 
第 1表 スルプアミシ酸アンモン等による小麦の播涛発芽前処理と収穫調査
小妥 薬害出穏期成熟期総重 開 設重発芽前 百分比 百分比
スルフアミ v酸
アV モシ (日本)
播溝坪
及反当
撒布量
g J<ば
4(1.2) 
月 B 11 日 月日 kg 9匝 I<I( .. 
12.12 -- 4.23 也、 2 4.50 102.3 1.75 100.5 
。
1/ 
6(1.8) 
8(2.4) 
か 10 -- 1174 1 2 4.62 105.0 1.83 105.2 
1/24 "2 4.70 106.8 1.90 108.9 
アシメ{ト(米国) 4(1.2) 
。12
" 11 
1/ l! 
1123 1/ 1 4.58 104.0 1.78 102.2 
" グ24ν2 4.92 111.8 1.82 104.6 
" 1 25 "3 4.57 103.9 1.80 103.4 イミドヂZルホν酸ア
6(1.8) 
8(2.4) 
4(1.2) 
1 11 
1/ 11 "23 "2 3.97 90.2 1.56 89.6 V 司=:.-'
無
除
" 
" 
除
草
草
区
6(1.8) 1/ 1 
8(2.4)グ 11
。10
1/ 10 
1 23 1/ 1 4.15 94.3 1.68 96.2 
1124 "2 4.58 104.1 1.82 104.6 
1123 1/ 1 3.90 88.6 1.64 94.2 
1123 ν1 4.40 100.0 1.74 1∞.0 
備考・・・ 1区2W3連制， 11月24日新中長播種， 12月 4 日業~J撒布， 6月7日刈耳王.
婚種及徹布時の降雨最 11日26日0.5mm，27日0.2mm， 12月2日26mm， 5日0.3mm，
9日27mm以後しばら〈降雨がなかった.般重のL.S. D (0.05) =:0.339 
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のものと，すlfに地上に現れたものとあった地上に出た所は再び覆土した.叉雑草の幼
植物もすなに発生が見られた.各薬剤と も1坪内の矯溝Dみに4"'8gを200こc<D7kに溶
かして無圧の撒布機で撒布した.との試験は，スルブアミン酸アンモシ系の3薬剤の外に
2.4-D， MCP， CIPC，其の他，全部で10種の新除草剤を同時に用いて試験しているが，
それらについては後に報告の予定である.
谷溝D中耕は12月25日， 2月25日， 3月16日に行い，また， 3月10日に除草区は播溝を
手取除草した. 5月12日土寄，肥料は前述の全面発芽前処理と同様に施肥した.株関心発
生雑草持よび小麦の牧量調査は第10，11表。如くである. (第4図参照〉
試験成績・ムーとの試験圃は排水のやや不良の地区でスズメノテツポウの発生が多かっ
た.第10表D薬剤撒布量，坪当 4"'8gは播溝のみ〈撒布率20%反当1.2"，2.4kg)
に施用したので全商撒布の 20"，40gに相当する. 12月18日にたける雑草本数は各薬剤全
区ともに無撒布区に比ペて，その低下は有意差がるる.しかし， 4月2日に抜取った風乾
雑草量では有意差があるのはスルプアミ γ酸アシモン<D4 g(日本)，同 6，8g (日，米〉
区とイミドヂスルホン酸アンモγ8g区友どで，その他は有意差がなかった.ま?と手取除
草区に比べて前述の薬剤区は有意差がないので防除効果が大きいと認めてよい.一方暫牧
は雑草量D多い区は牧量が少く雑草量D少友い区はやや士曾牧の傾向があるが，しかし， t 
検定C結果はそれらは有意差がなかう?と.本年のように薬剤の撒布前に可成り降雨があり
土がよく湿っている土地ではスルプアミン酸アンモシD反当1.8"，2.4kg叉はイミドデス
ルホヨ酸アYモンの 2.4kgを播溝D面積にだけ，すなわち覆土上に薬液撒布は手取除草
tC比ペて小麦の生育牧量に差がなく，一方雑草防除は有効である ζとがわかった.
総 括
スルプアミン酸アシモγは接触ゐよび移動性の除草剤であって多年草，濯本，樹木の葉
に撒布する時は接触した部分より他都に移動してそとD部位の組織を枯らし，また土壊に
多量撒布は根からもとれを吸牧して害される作用がある.
との報告に沿いて， ま守麦圃D冬季1年生雑草に本ilJの5"，10 %i液を4月中下旬にた
るペ〈裸麦の上葉をさけて株元に噴霧した時， ミミナグ十，ノミノフスマ，タチイヌフグ
ムツメグサ，キウリグサ，アレチノギク，グデ類，ナズナ，イヌガラシ，ハコベ，スズ
メノエユ子ドウなどは 5N 10%・液でよく殺された. しかし，それ等D種類も噴霧液が充分に
附着してい友かった大きい株は，一部生存が見られた.ヤエムグラは5μ液では牛枯れと
なり，枯死Eこは10%液の充分主主噴震が必要でる.った，ま?と，裏作麦圃で最も多いスズメノ
テツポウの小さい個体は 10%液を坪当 50g撒布で殺すととが出来たが大きい株を殺すに
は100g以上の撒布が必要であり，そむ時，裸麦は薬剤の附着した下葉は薬害を生じたが
上葉は後に濃色となり，第二夫異常分襲と遅れ槽を生じ肥効を現した.しかし一女分襲の
稔実をさまたげて著し4減牧したく第1，2たよび第4表参照〉また，小麦には坪当 25g
は小客だが50g以上は大害を与えて枯死株が多かった. また， 同時明に小衰の茎葉に薬
剤が附着しないよう巴暁間土嬢処越した試験は坪当 100g施用まで小麦に対する薬害がた
しかえって 25gでは駿数が多い傾向が見られた.しかし， 150g区は小麦がとれを根か
ら吸牧したためか減4交した(第3表参照).つぎに本剤の土中毒性の解消期聞を小麦を播い
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て調ペ?と時に本邦lの坪当25g施用は2週間， 5O~1∞g 施用は 3週間を経過すれば薬害が
君主.く，毒カを消失じた.鞍牧は坪当回~75g区が最も多くたつでいる.一方雑草防除は50
g以上の区が著しい効果がるった 〈第5表参照).以上土嬢処理の場合はCRAFTS(a>，宮沢
氏(0;等が Ammateは早く土嬢中で分解Lて，その肥効によって生育を促進するというの
に一致した.ヨ欠に裸麦において覆土の厚さを 2cmぐらいにして発芽前に坪当3Og(全面〉
撒布は麦には客が汝くて雑草発生は慣行除草と同程度で好成績であった.しかし坪当10. 
20gは雑草坊除効果が低<.また坪当40合計回gは雑草防除効果は大きいが麦に薬害があっ
た〈第6，7表参照).小麦圃における試験は薬剤撒布時の土壌は可成り湿っていたが本剤
の坪当30'":"'40g(全面〉または播溝Dみ 6......8g(全面30~40g)ρ雑草発生白減少は有
意差があった一方小麦は無害叉は初期若干の薬害があったが後に回復して減牧がたかっ
た.また，スルフアミン酸アン毛γに比ペてスルフアミン酸は雑草防除カが梢大きく.，
イミ Fヂスルホン酸アY"f:-ンは弱いととがわかった. すなわち前者は坪当20-30gでよ
く，後者は坪当40g以上を施用する必要がある.
以上本邦jの如き非選択的徐草剤もその覆土を精厚くして棄の発芽前にまF当全面3O~40g
または播溝当 6~8 g (撒布率20ヲのの土壌処理はE授の発芽生育に薬害が少君主くて雑草防
除の効果がある理由は恐らく一般に雑草種子は小さくそれが浅い屠から発芽し，本剤が接
触または吸牧する機会が多いが，麦種子は大きくそれはやや深い屠から発芽し.ま?と，棄
の根は雑草よりも鞘深いととるに張るととに君主るので初期にたいては比較的宇剤の吸牧が
少なhだめと思う. もし当時よく乾燥してゐれば維草[坊除効果が少<，反対に多湿なれば
深く浸入し麦D主主審となろろ. また，麦DR喜重から10-12日後に薬剤を撒布した試験(第
7，11表〉では撒布時に出ていた幼雑草が本剤にふれて殺草された. 本剤は接触剤!として
の作用が大きいのでそれらの試験の防除効果が大きかったと考へられる.すなわち雑草坊
除効果沿よび支の薬害はその施用時期，量'11らびに撒布時D土嬢湿賓，雨量，土壌の組成
などで可成り結果が左右せられると，曹、われるので，との点については更に試験が必要でる
る.向機布若年価を安くするためスルブアミシ酸アγモン坪当 8~10g ，反当換算2.証~3kg
位を熔溝Dみに撒布がよいと考えられる.
摘 要
1) 1950~ 1954年の聞にスJレフアミシ酸アンモγゐよび同系の薬剤で裏作麦闘の雑草防
除君主らびにそれが衰の生育牧量にたよぼす影響について試験した.
2) 3月叉は4月中下旬に去の根元とその聞に混生している 1年生雑草の茎葉にスJレフ
アミ γ酸アYモγの 5~1O%液を，坪当5O~1∞gの撒布はミミナグサ，ノミノフスマ，
タチイヌアグリ，ツメクサ，グデ類，アレチノギク，ナズナ，その他の冬季1年雑草を10
~15日間で殺した.しかしスズメノテツボウ，ヤエムグヲの小さい個体は50g程度で殺さ
れるが，大きい株は坪当100g以上の大量が必要であった.一方株元に撒布された穂支は
一時業害が見られたが後に葉が淡色と主主り，二次分襲を生じ，それが遅れ穂と主主って~~
分襲の稔実をさま?とげて減牧したまた小麦は坪当25gは小害， 50g以土は枯死株を生じ
て大害があった.
3)小麦の睦間土嬢処理は坪当103gまでは薬害はないがlS0gは薬害があった.しかし
少量の25g区はむしろ肥効のためか牧量が増加の傾向があった.
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4)本剤を降雨後の睦上に撒布してから 2-3週間後に小麦を播種したとき， 50g以上
は特に雑草防除効果が大きく，一方小麦は25g区は2週間， 50，.100g区は3週間後D播
種で薬害が君主くたった.
5)裸麦を播き覆土を 2cmの厚さにしてゐき播いてから12日後に本剤の10%液を発芽
前処理した坪当30gは雑草をよく防除し，麦には薬害が君主くほとんど減牧し主主かった.し
かし!， 40，.50g区は発芽，出穂，開花が遅れ薬害が認められた.
6)小麦に沿いて播種3日後のスJレフアミ γ酸アシモγ坪当30-40gの全面撤布，また
は播種10日後に播溝当 6~8 g (撒布率20%)の発芽前処理は雑草防除効果があり，一方
小麦は無害，若しくは一部に初期僅少の薬害があったDみで減牧はたかった.また同系の
薬剤イミドヂスJレホ γ酸アシモシとスJレフアミ γ酸を供試したととろ，前者はスJレフプミ
γ酸ァγモγ より梢弱く，後者は梢強い作用力があった.
7)以上の播種あるいは発芽前処理共に撒布時の土壌が何れも湿っていた.とれらの処
理にたける雑草防除及び麦の薬害は撒布時の土壌の乾湿，降雨，土嬢の組成，土質肥沃度
完工どによって結果が異るだろう.今後，との点を明らかにする必要があるが本剤施用は播
溝Dみに反当 2~3kg 位の施用が経済的と考えられる.
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百l-正・」ニ1，.第 1図 スルプアミシ酸アシモνの小麦株元への直接撒布く1952-53)
上. ・無 撒 布
下. lØ~長液揮当5(.)g撒布区
(3月1':日撒布. 5月13日撮影〉
第 2図 スルミフアミシ酸アνモシの裸麦発芽前処理(1952-53)
A・・・無撒布， c…坪当20g， D..・坪当30g，
E.・・坪当40g， F…坪当6Gg， H…3回除草区
(12月7日播種， 1.2月14日薬剤撒布， 4月29日撮影〉
‘喝帳
第 3 図 スルブアミシ酸アンモンの裸麦発芽前処震(l!)5~-53)
上.裸麦株間!村の雑草量(1停当〉
下.裸麦収積物 (10株〉
A …無 撒 布， B・JO;l面液坪当lOg， C…問 2Og， 
D…同 30g， E・・同 4Og， F…問 50g， 
G…無撒布土寄， H" 3回中耕除草土寄
〈雑草5月 1目抜駁，同4日撮影， 裸麦6月3日収穫，同24日撮影〉
第 4 図 スルフアミン酸アシモンの小麦発芽前処週と雑草量く1田4.5. 14) 
上.スルフアミシ酸アシモy く日本品〉
中.アシメート く米国品〉
下.イミドヂ;x.ルホン酸アシモy く日本品〉
A…無撒布く無除草)， B …同く除草)， c.・反当く播蒋当)1.3kg， 
D...同1.8kg， E...同3.4kg
